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ベルの反応 (steady な反応)から成っていた。 phasic な反応は適用した銅イオン溶液の濃度増加とと











一方、 10- 3 M以ドの低濃度銅イオン溶液をあらかじめ舌に作用させると、続いて与えた基本的四味
の反応は、銅イオン濃度が低いときは促進され、濃度が高くなるとむしろ抑制された。 10-4 ~ 10-3 M 
では四味の反応は共に抑制され、とくに、糖およびキニーネに対する反応は非可逆的に大きく抑制誉















及ぼすこと。 5 xl0-3 M以上の高濃度の銅イオンは強固に受容器に結合し、非可逆的な変化を及ぼす
こと。 10-3 M以下の低濃度銅イオン溶液をあらかじめ舌に作用させると、続いて与えた基本的四味の
反応は、銅イオンの濃度が低いときは促進され、濃度が高くなるとむしろ抑制されること、および、
銅イオンは舌よりの一般感覚情報を伝える舌神経中の触、庄、温度線維には何ら反応を誘発させない
こと
以上の如く、本研究は重金属塩の味覚機序の背後にある神経生理機序を明らかにしたものであって、
口腔生理学的に極めて重要な知見であり、価値ある業績と認める。よって、本論文は歯学博士の学位
に十分値するものと認める。
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